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７月５日（金）に長崎大学、佐賀大学、長崎県立大学、長崎純心大学の４大学１５学

部から講師をお迎えし、出張講義をしていただきました。 

 １・２年生全員を対象に自己の進路希望や興味に合わせて、設定された全２３講座の

中から一人２講座を選択し、学部・学科の特色や研究内容の説明、模擬授業などを含め

た８０分間の講義を２回ずつ体験しました。高校生にはやや難しい内容もありましたが、

大学で研究中の専門的内容に触れたり、個々の大学の具体的な情報を得たりすることが

でき、「大学」や「大学での学び」について興味が高まったようです。 

島高だより 

平成 25 年 7 月号 

(通巻第 88 号) 

長崎県立島原高等学校 

編集：情報図書部 

 １日（木）登校自学（３年 ～８／２） 

 ５日（月）夏季補習（３年 ～８／１０） 

理数科２年県立大学研修 
  ６日（火）理数科１年研修旅行（～８／７） 

 ７日（水）中四国九州理数科大会（～８／８） 

 ９日（木）平和登校日 

１１日（土）大学別オープン模試（３年） 

１３日（月）～１５日（水） 閉館 

 

【生徒感想】 

◆看護師とは、患者さんとの人間的関わりだけでなく、医師の指示をもとに一緒に治療を行った

り、患者さんの生活を助ける仕事。そして人の誕生から死までの人生の手伝いをするんだとい

うことがよく分かりました。（長崎大学/看護） 

◆コミュニケーションには「言語コミュニケーション（言葉の内容）」と「非言語コミュニケー

ション（ジェスチャーなど）」があり、実際に私たちが人に何かを伝えるときは、非言語コミ

ュニケーションが 93％も占めていることが初めてわかった。（純心大学/人文） 

◆教育について興味を持つことができました。また、「何事もとことん追求すること」の大事さ

を知りました。正解をすぐ決めつけてしまえば、そこから思考はストップしてしまうので、私

も勉強するときはこのことを意識して取り組みたいと思います。（長崎大学/教育） 

 

校長 北浦 剛資 

「２０１３」～島高生が燃える夏～  

 

    
 

 島高生の「Ｓ」は「Ｓmile」のＳ。島高生が躍動する「熱い夏」がやってきた。 

      ■しおかぜ総文祭「自然科学」に燃えよ！ 

文化部のインターハイとも言える全国高等学校総合文化祭「2013 長崎しおかぜ総文

祭」がいよいよ開幕する。第３７回を数えるが、長崎県では初めての開催となる。「集

え長崎 帆を張れ 文化の船に」をキャッチフレーズに、龍をモチーフにしたチャイナ服

の女の子「美龍(めいろん)」はすっかりマスコットキャラクターとして定着した。7 月

31 日の総合開会式を皮切りに、県内各地で２４部門の発表・展示等が展開される。こ

こ島原地区では、島原農業高校が事務局を担当する「郷土芸能部門」が 7/31 から島原

復興アリーナで行われ、島農太鼓「鼓霊」が披露される。一方、「自然科学部門」を担

当するのが島原高校。8/2～8/4 に島原文化会館を中心に、物理・化学・生物・地学の

研究発表とポスター発表で全国の予選を勝ち抜いた強豪校がしのぎを削る。特に、最終

日の「巟検研修」は、世界ジオパークに認定された島原半島にふさわしい企画。「生徒

が主役」を基本のコンセプトに、大会の運営などさまざまな場面で生徒たちの知恵と汗

がキラリと光る。 

■北部九州総体「レスリング・剣道」に燃えよ！ 

       ６月の県高総体で、７連覇を果たしたレスリング部は 8/5 から、３連覇・６連覇を果  

たした剣道部男・女は 8/7 から、県代表としてインターハイの大舞台に立つ。特にレス  

リングは地元開催、島原復興アリーナを会場として、郷土の大声援を受けながら悲願の  

「日本一」に挑む。剣道の会場は佐賀県総合体育館だが、男子は昨年夏の玉竜旗大会・ 

全国制覇の勢いを駆って、女子は４年前の全国三冠の再現を期して、そして共に、先輩  

たちもなしえなかった「男女同時優勝」を目指して、最後の追い込みに余念がない。本  

気で日本一を目指す３つのチームの選手たちに、惜しみない声援と拍手を送り、島高の  

総力で「夢」を実現してもらいたい。 

 

８月の主な行事予定 

進路指導部 池島美奈子 

これからの時代には、「自ら課題を見つけ、目標を設定し、解決に向けて努力し続け
られる力」が必要であり、その力は「普段の学校生活や部活動、そして受験勉強を乗り
越えることで身につけることができる」ことを話していただきました。 
 講師の先生の具体的な例を交えた話に、生徒たちはいつも以上にいい姿勢で聞き入っ
ていました。とてもいい講演会でした。来年の受験で合格を勝ちとるためには、目標設
定の重要性、基礎基本の徹底など生徒が進路に対する意識が高まる内容が盛り沢山で、
いい刺激になったようです。 
 「授業を一生懸命受ける」「教科書をきちんと整理・保存している」「遅刻・早退・
欠席がなく、最後まで登校する」「自分の学習スタイルを作り上げる」など早速実践に
移し、実りの秋とするために、充実した夏にしてほしいと思います。酷暑に負けるな！
6６回生。 

      また、お忙しい中、保護者の皆様の参加（約５0 名）ありがとうございました。 

３学年主任 酒井 太一 

【講師】ベネッセコーポレーション 相武貴志先生 

１７日（金）夏季補習（１・２年 ～８／２４） 

雲仙学習合宿（３年 ～８／２３） 

２１日（水）研修旅行（理数科２年 ～８／２２） 

２３日（金）校内実力（１・２年） 

学習環境調査（１・２年） 

２５日（日）全統マーク模試（３年） 

２６日（月）２学期開始式 

授業設定日（～８／３０） 

２７日（火）島高オープンスクール 

３１日（土）文化祭リハーサル 
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★ 新常任委員長挨拶 「生徒が主役の学校づくり」 ★ 

                            第６４期生徒会常任委員長 山下 龍一 

７月 

新生徒会常任委員紹介 

 

★剣道部男子 （佐賀県立総合体育館 ８／６～８／９） 
   上村 貴弥  山﨑 将太  山崎  英  宮﨑 敬道 
   牧島凜太郎 池田 優樹  松本 善矢  

 

 

★剣道部女子 （佐賀県立総合体育館 ８／６～８／９） 
   土居 裕佳  山本 杏里  濵田 栄美  木宮凜々子 
   表 ちさと   船津 文佳  進藤 暖佳  

 

 

★レスリング部 （島原復興アリーナ ８／５～８／８） 

   伊藤  奨   永石  洸  吉田  翔  本多 正龍  喜多  健  岡田 幹大  
元田 雄大  佐藤 輝翔  濵本 大徳 喜多 豊和  石橋 智啓  本多 隆治 

 

 

★弓道部男子 （西日本総合展示場 ８／１～８／４）  
   松本 将人  

★合唱部（アルカスＳＡＳＥＢＯ ８／４）、管弦楽部（アルカスＳＡＳＥＢＯ ８／１～２）も 

長崎県合同チームとして総合文化祭に出場します。 

第 6４期常任委員１９名に任命状が授与され、常任委員交代式が行われました。任期を

終える第 6３期常任委員一人ひとりからの挨拶のあと、旧常任委員長の谷口隼人くんから

新常任委員長の山下龍一くんへ校旗が引き継がれました。 

 島原高校の中心となり学校運営や学校行事で活躍してくれる第 6４期常任委員のみなさ

ん、これから１年間よろしくお願いします。 

 

 「生徒の意見をより反映しやすい生徒会」を目指して

いくため、２年生１２名、１年生７名でこれから活動し

ていきます。１年間精一杯頑張りますので、どうかよろ

しくお願いします。 

 

島高同窓会、島高ＰＴＡ並びに高城同窓会

会長様から激励金をいただきました。 

ありがとうございました。 

 
○レスリング部 
 全九州高等学校体育大会 
  団体戦 第３位 
  個人戦 第２位 伊藤奨 本多正龍 喜多健 
○剣道部女子 
 全九州高等学校体育大会 
  女子団体 第２位 

 女子個人 第２位 木宮凜々子 
○合唱部 
 九州合唱コンクール長崎県予選 金賞 
○陸上部 
 長崎県陸上競技選手権大会 
  男子 110ｍハードル 第３位 峯遼太郎 
  男子 400ｍハードル 第３位 峯遼太郎 
  女子 400ｍハードル 第２位 松本梨花 
  女子 1500ｍ     第３位 徳永香子 

オープンスクールご案内 

 

★理学部 （島原文化会館 ８／２～８／３） 

   山村 明史  稲栄 雄大  永友  秀 

 

悔いの残らないようにし、一戦一戦気迫を持って戦ってきます。 

挑戦者として春のリベンジができるよう、意地を出して戦います。 
 

自分達がやってきた事を精一杯出し切れるように、頑張ります。 
 

聞き手にわかりやすいような説明を心がけ、上位入賞を目指します。 

 

自分達がやってきた事を精一杯出し切れるように、頑張ります。 
 

 

８月２７日（火） 

１３：００ 受付 （体育館１F） 

１３：２０ 全体会（体育館２F） 

１４：４０ 授業体験 

保護者授業見学 

１５：５０ 部活動体験 

自由見学 

先生や生徒のナマの声を聞いて、 

島原高校の雰囲気を感じてください。 

 

 

委員長 山下 龍一 

委員 宮本  葵 田島 朱莉 

長野 美咲 赤坂 律奈 

田中 由佳 林田 聖花 

三隅 秋蓮 池田 涼乃 

澤  慶多 松川 隆成 

永木 理子 脇野 隆汰 

本田 真子 松﨑 彩香 

川﨑 俊輝 佐藤 優翔 

石井 杏奈 松下 拓海 

 

新常任委員１９名  頑張ります！ 

 

主な部活動成績 


